
稲
嶺
氏
＝
社
民
、
共
産
、

社
会
大
衆
、
民
主
、
政
党
そ

う
ぞ
う
推
薦
＝
の
得
票
数
は

１
万
７
９
５
０
票
。
対
す
る

現
職
の
島
袋
吉
和
氏
は
１
万

６
３
６
２
票
。
投
票
率
は
76

・
96
％
だ
っ
た
。

当
選
が
決
ま
り
、
稲
嶺
氏

は｢

辺
野
古
の
海
に
基
地
を

造
ら
せ
な
い
と
い
う
公
約
を

信
念
を
も
っ
て
貫
い
て
い
き

た
い｣

と
強
調
。
こ
の
瞬

間
、
民
意
は
一
つ
に
な
っ

た
。
13
年
間
、
名
護
市
民
は

辺
野
古
移
設
を
め
ぐ
り
３
回

の
市
長
選
、
１
回
の
市
民
投

票
を
経
験
、
今
回
が
５
回
目

の
選
択
だ
っ
た
。

稲
嶺
氏
は
市
政
刷
新
を
掲

げ
た
。
名
護
市
は
基
地
移
設

の
代
償
に
、
国
か
ら
地
域
振

興
の
名
目
で
13
年
間
に
６
０

０
億
円
の
援
助
を
受
け
た
。

だ
が
、
商
店
街
に
空
き
店
舗

が
目
立
ち
地
域
は
疲
弊
す
る

一
方
。
今
回
の
市
長
選
で
、

市
民
は｢

振
興
策
ノ
ー｣

を

突
き
つ
け
た
。

次
は
政
府
が
決
断
す
る
番

だ
。
沖
縄
県
民
の
意
思
、
米

国
の
意
向
、
３
党
の
合
意
の

は
ざ
ま
で
迷
走
し
て
き
た
鳩

山
内
閣
。
稲
嶺
氏
当
選
の
報

を
受
け
た
首
相
は
、
あ
ら
た

め
て｢

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
５
月

末
ま
で
に
結
論
を
出
す｣

と

述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
、
全
国

か
ら
米
軍
基
地
を
撤
去
さ
せ

る
運
動
が
始
ま
る
。

デ
フ
レ
不
況
に
政
権
交
代

が
重
な
る
新
事
態
の
下
、
春

闘
が
始
ま
っ
た
。
日
本
経
団

連
は
１
月
19
日
、
春
闘
方
針

『

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報

告』

を
発
表
。｢

賃
金
よ
り

雇
用｣

を
重
視
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
続
き
定
期
昇
給
凍
結

を
打
ち
出
し
た
。
連
合
は
ベ

ア
統
一
要
求
を
見
送
り
、

｢

定
昇
確
保
、
賃
金
カ
ー
ブ

維
持｣

を
求
め
る
。
25
日

｢

労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

、
26
日

｢

労
使
懇
談
会｣

と
闘
う
春

闘
は
影
を
潜
め
た
。

(

４
面
に
特
集)

春
闘
の
中
核
組
合
Ｉ
Ｍ
Ｆ

―
Ｊ
Ｃ(

全
日
本
金
属
産
業

労
働
組
合
協
議
会)

は
２
月

25
日
ま
で
に
要
求
を
提
出
、

３
月
17
日
を
集
中
回
答
日
と

す
る
交
渉
日
程
を
組
む
。

全
労
連
は
、
外
需
頼
み
の

日
本
経
済
を
作
り
出
し
た
財

界
の
責
任
を
問
い
、
貧
困
と

格
差
の
解
消
、
賃
上
げ
で
不

況
克
服
を
求
め
て
闘
う
。

全
労
協
は
、｢

定
昇
維
持

か
ス
ト
ッ
プ
か
の
攻
防
で
は

な
い｣

と
し
、｢

労
働
者
の

生
活
・
権
利
・
人
権｣

を
重

点
に
ス
ト
ラ
イ
キ
と
大
衆
行

動
で
闘
い
抜
く
方
針
だ
。
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枯
園
や
神
慮
に
か
な
ふ
薔
薇

一
つ

中
田
み
づ
ほ

亀
戸
天
神
の
枯
園
に
梅
が

咲
き
、
合
格
祈
願
の
絵
馬
。

鳩
山
政
権

の
最
高
実
力

者
の
ア
ノ
人

も
ど
う
見
て

も
宇
宙
人
で

あ
る
。
異
能

と
い
い
異
相

と
い
い
独
特
の
雰
囲
気
を

持
ち
、
不
思
議
な
感
覚
で

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
▼

検
察
の
事
情
聴
取
を
終
え

た
後
の
記
者
会
見
の
と
き

に
連
れ
合
い
に
ア
ノ
人
の

こ
と
ど
う
思
う
？

と
聞

い
た
。
連
れ
合
い
の
人
を

見
る
眼
は
な
か
な
か
な
も

の
で
、
わ
が
家
の
羅
針
盤

な
の
で
あ
る
▼
で
、
少
し

間
を
お
い
て
こ
う
応
じ

た
。｢

ア
ノ
人
は
嫌
い
だ

け
ど
、
ア
ノ
人
が
居
な
く

な
る
と
鳩
山
政
権
は
終
わ

り
で
し
ょ
。
自
民
党
が
復

帰
す
る
の
は
い
や
だ
よ｣

。

個
人
的
な
好
悪
よ
り
も
今

は
大
局
大
事
と
い
う
わ
け

だ
。
世
間
の
意
見
も
大
方

が
こ
れ
に
近
い
の
で
は
な

い
か
▼
ア
ノ
人
は
田
中
角

栄
を
師
と
慕
い
育
っ
た
。

だ
が
、
角
栄
と
ア
ノ
人
と

で
は
人
間
の
器
が
違
う
。

角
栄
の
下
に
は
大
中
小
様

々
な
人
が
蝟
集
し
た
。
ア

ノ
人
の
と
こ
ろ
に
は
小
人

ば
か
り
と
言
っ
た
ら
失
礼

か
▼
そ
の
角
栄
の
全
盛
時

に
、
わ
が
師
は
ゴ
ロ
ツ
キ

と
痛
罵
し
た
。
そ
れ
を
真

似
た
吾
を
、
今
恥
じ
る
。

稲嶺さ
んが当選

����������������������������������������������������������������

新新新
基基基
地地地
ををを
造造造
ららら
せせせ
ななな
いいい

名
護
市
長
選

｢

辺
野
古
に
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い｣

。
１
月
24
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖
縄
・
名
護

市
長
選
で
勝
利
し
た
稲
嶺
進
氏(

64
歳)

が
支
援
者
を
前
に
宣
言
し
た
。
米
軍
普
天
間

基
地
の
名
護
市
辺
野
古
移
設
に
反
対
す
る
稲
嶺
市
長
の
誕
生
で
、
14
年
間
迷
走
し
た
同

基
地
の
県
内
移
設
計
画
は
事
実
上
、
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
政
府
は
国
外
を
除
外
し
、

県
内
・
県
外
で
検
討
し
て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
。

勝利を喜び合う稲嶺進氏(中央)と支持者たち

＝１月24日､名護市大中の選対本部
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デフレ･政権交代下の春闘

経営側 定昇凍結も
全労協 生存権守る
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子
ど
も
の
こ
ろ
の
こ
と
、
ヤ
マ
ガ

ラ
が
客
か
ら
受
け
取
っ
た
お
金
を
く

わ
え
、
模
型
の
神
社
の
賽
銭
箱
に
入

れ
、
中
か
ら
お
み
く
じ
を
引
い
て
く

る
。
不
思
議
で
面
白
く
、
と
っ
て
も

驚
い
た
も
の
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
に

は
も
う
庶
民
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。

里
山
で
は
普
通
に
見
ら
れ
る
鳥
だ

が
、色
彩
も
豊
か
で
存
在
感
が
あ
る
。

秋
、エ
ゴ
の
実
が
な
る
と
、果
実
の
毒

を
除
き
、
器
用
に
割
っ
て
食
べ
る
。

写
真
と
文

宮
城
・
横
内
勲

����
ヤマガラ

65

共
同
声
明
を
発
表
し
、
在
日
米

軍
は

｢

抑
止
力
の
た
め
に
必

要｣

と
い
う
。

今
に
で
も｢

北
朝
鮮｣

や
中

国
が
日
本
に
攻
め
込
ん
で
く
る

か
の
よ
う
な
物
言
い
で
あ
る
。

鳩
山
首
相
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体

を
う
た
い
、｢

友
愛｣

を
掲
げ

る
。
一
方
の
手
に
武
器
を
握

り
、
一
方
の
手
で
握
手
を
求
め

る｢
友
愛｣

と
は
何
か
。

昨
年
暮
、
神
戸
で
開
催
し
た

普
天
間
基
地
撤
去
を
求
め
る
集

い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

本
土
の
私
た
ち
で
は
な
か
ろ
う

か
。
鳩
山
政
権
は
５
月
ま
で
に

普
天
間
基
地｢

移
設｣

に
つ
い

て
結
論
を
出
す
と
言
い
、
日
米

安
全
保
障
協
議
委
員
会
は｢

日

米
同
盟
の
深
化｣

を
う
た
っ
た

薩
摩
支
配
か
ら
明
治
政
府
に

よ
る
琉
球
処
分
、
沖
縄
は
常
に

差
別
分
断
さ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
沖
縄
戦
か
ら
今
日
ま
で
一

方
的
に
犠
牲
を
強
い
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
沖
縄
で
、
名
護
市
民

が
13
年
前
の
住
民
投
票
で
基
地

建
設
ノ
ー
を
突
き
つ
け
た
。

そ
れ
を
無
視
し
、
ア
メ
リ
カ

の
圧
力
と
本
土
の
ゼ
ネ
コ
ン
の

た
め
に
、
カ
ネ
と
権
力
で
住
民

の
中
に
対
立
を
持
ち
込
み
、
分

断
し
、
強
引
に
基
地
建
設
を
推

を
受
け
入
れ
、
普
天
間
基
地
は

移
設
で
は
な
く
撤
去
を
決
断
せ

よ
と
心
か
ら
訴
え
る
。

本
来
、
辺
野
古
の
海
は
豊
富

な
海
産
物
に
恵
ま
れ
、
住
民
は

そ
れ
で
つ
つ
ま
し
や
か
な
暮
ら

し
を
た
て
て
い
た
と
聞
い
た
。

誰
が
望
ん
で
軍
事
基
地
を
誘
致

す
る
も
の
か
。

名
護
市
長
選
挙
は
、
基
地
建

設
反
対
の
稲
嶺
進
氏
が
勝
利
し

た
。
思
わ
ず
万
歳
と
叫
ん
で
し

ま
っ
た
。何
度
も
現
地
を
訪
れ
、

と
き
に
は
船
に
乗
っ
て
ジ
ュ
ゴ

ン
の
棲
む
サ
ン
ゴ
礁
の
海
を
目

の
当
た
り
に
し
て
い
る
私
は
、

こ
れ
で
あ
の
美
し
い
辺
野
古
の

海
が
、
民
衆
を
抑
圧
し
、
人
を

殺
す
戦
争
の
前
進
基
地
に
な
ら

ず
に
済
む
と
確
信
す
る
。
そ
し

て
、
辺
野
古
の
漁
港
で
の
住
民

同
士
の
基
地
建
設
を
め
ぐ
る
反

対
・
賛
成
の
い
さ
か
い
を
経
験

し
た
私
は
、
政
府
は
こ
の
結
果

▼

撤
去
せ
よ
普
天
間
基
地

安
保
条
約
こ
そ
が
問
題

全
国
に
沖
縄
が
あ
る

会
の
後
、
あ
る
女
性
が｢

み
な

さ
ん
沖
縄
問
題
と
い
う
が
、
女

性
問
題
が
男
性
問
題
、
社
会
問

題
で
あ
る
よ
う
に
、
日
本
全
体

の
問
題
だ｣

と
訴
え
た
。
そ
の

通
り
で
あ
る
。
今
こ
そ
、
私
た

ち
が
問
題
に
す
べ
き
な
の
は
憲

法
９
条
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す

る
日
米
安
保
条
約
そ
の
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
岩
国
、横
須

賀
、三
沢
な
ど
で
、
米
軍
と
一

体
と
な
っ
た
自
衛
隊
の
強
化
が

進
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
全
国
に

沖
縄
が
あ
る
。
そ
こ
に
も
闘
い

が
あ
る
。
政
権
交
代
は
、日
米

安
保
を
見
直
し
、９
条
を
生
か

す
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

進
し
て
き
た
の
は
日
本
政
府
な

の
で
あ
る
。
鳩
山
政
権
は
こ
れ

以
上
、
沖
縄
に
負
担
と
分
断
を

持
ち
込
む
な
と
主
張
す
る
。


